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入賞し、このうち31作品が最優秀賞(４大臣賞)や優秀賞(林野庁⾧官賞)など上位賞を受賞
した(資料Ⅲ－30)。 

また、木材利用推進中央協議会が主催する「木材利用推進コンクール」では、特に優れ
た木造施設や内装を木質化した建築物等を対象にその整備主体(施主、設計者、施工者)等
を表彰している。 

これらの表彰により木の良さに対する理解が進み、建築物等における木材の利用や調達
の新たな手法等がモデルとなって全国各地で木材利用の機運が高まることが期待される。 

 

ウッドデザイン賞2024優秀賞の例 

楽しい林業教室「FOREST 
BALANCE GAME」から 
「林業甲子園」開催まで 

飛騨五木株式会社(岐阜県) 

東京科学大学 大岡山西５号館 
東京科学大学那須聖研究室(東京都)、

東京科学大学施設部(東京都)、 
株式会社久米設計(東京都) 

資資料料ⅢⅢ－－3300  

木らり 手洗いボウル 
有限会社山本木工所(岐阜県)、 
株式会社愛和ライト(愛知県) 

木に触れる体験を提供できる「木
もく

育
いく

トラック」の取組 
広島県三次

み よ し
市の有限会社一場木工所は、ネズミサシ等の里山未利用樹種の高付加価値化

プロジェクトやコンサルタント事業を実施するとともに、木のおもちゃや木製キッズスペ
ースを製作するなど、人と木と森林に対する自主的な関わりを持つための「木育」に力を入
れており、令和６(2024)年には関係企業の協力を得ながら、クラウドファンディングを通じ
て多目的サポートトラック「木育トラックmanaviba(マナビバ)」を完成させた。 

木育トラックのコンセプトは「都市から森への入り口」となっており、内部は全て木質化
しているほか、木製おもちゃも常備するなど、木に触れる・知る体験を重視している。授乳
室や机、椅子等を搭載した移動インフラでもあり、イベント開催時や災害時などの際の一時
的な保育所・休憩所として活用できる。トラック内部の木質化は日本初の試みであり、移動
可能であるという利点により全国各地の企業やイベントなどにおいて活用できるため、森
林・木材に対する親しみや理解の輪が広がることが期待される。 

事事例例ⅢⅢ－－６６  

トラック内で遊ぶ子どもたち 保育施設として稼働する木育トラック 
(石川県珠洲市) 
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